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言

　

経
団
連
と
経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
は
６
月
11
日
、

会
員
企
業
の
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
へ
の
賛
同
と
、

生
物
多
様
性
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
針
・
活
動

を
取
り
ま
と
め
た
「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
」
を
公
表
し
た
。
本
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
か
ら

は
、
２
０
１
０
年
に
採
択
さ
れ
た
愛
知
目
標
の
も
と

で
の
10
年
間
の
活
動
を
経
て
、
多
く
の
企
業
・
団
体

に
お
い
て
生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み
が
着
実
に
進

展
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。本
稿
で
は
、取
り

ま
と
め
の
経
緯
や
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
経

団
連
お
よ
び
経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
の
生
物
多
様

性
に
関
す
る
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
記
し
た
い
。

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
取
り
ま
と
め
の
背
景

　

経
団
連
お
よ
び
経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
は
、

「
愛
知
目
標
」
採
択
に
先
立
つ
２
０
０
９
年
３
月
に

経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
公
表

「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・
行
動
指
針
」
を
策
定

し
、
会
員
企
業
に
対
し
、
本
宣
言
の
普
及
を
通
じ
た

生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み
の
推
進
を
呼
び
か
け
て

き
た
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、２
０
１
５
年
の「
パ
リ
協
定
」

や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」
の
採
択
を
踏
ま
え
、
日
本
経
済
界

に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
さ
ら
な
る
主
流
化
を
目
指

し
、「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・
行
動
指
針
」
を

９
年
ぶ
り
に
改
定
し
た
。
本
改
定
に
つ
い
て
は
、
同

年
11
月
に
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｂ
Ｄ
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
14（
生
物
多

様
性
条
約
・
第
14
回
締
約
国
会
議
）に
お
い
て
、
全

会
員
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
生
物
多
様
性

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
と
と
も
に
発
信
し

た
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
事
務
局
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ（
国
際
自

然
保
護
連
合
）か
ら
、
国
際
的
に
も
先
進
的
な
内
容

で
あ
る
と
し
て
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
５
月
に
は
、
Ｇ
７
メ
ッ
ス
環
境
大
臣

会
合
に
お
い
て
「
生
物
多
様
性
憲
章
」
が
採
択
さ
れ
、

政
府
に
加
え
、
企
業
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
生
物
多
様
性
に
関
す
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
奨
励
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、

本
年
10
月
に
は
、
中
国
・
昆
明
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
に
お
い
て
、「
ポ
ス
ト
愛
知
目

標
」
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
経
団
連
お
よ
び
経
団
連
自
然
保
護
協
議

会
で
は
、
生
物
多
様
性
の
主
流
化
に
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
日
本
経
済
界
の
幅
広
い
活
動
を
内
外
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
深
化
・
裾
野
拡
大

を
図
る
べ
く
、
全
会
員
に
対
し
、
改
め
て
「
経
団
連

生
物
多
様
性
宣
言
」
へ
の
賛
同
と
、
取
り
組
み
方

針
・
活
動
内
容
の
提
供
を
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
３
６
社
・
団
体
が
賛
同
し
、
そ
の

─���「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・
行
動
指
針（
改
定
版
）」の
普
及
を
通
じ
た�

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
会
長

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン�

会
長

二ふたみ
や宮 

雅まさや
也
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う
ち
１
１
５
社
・
団
体
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

活
か
し
た
将
来
の
取
り
組
み
方
針
や
活
動
事
例
が
寄

せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
生
物
多
様
性
に
熱
心
な
企

業
・
団
体
の
活
動
を
、
顔
が
見
え
る
か
た
ち
で
取
り

ま
と
め
た
も
の
が
、「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
」
で
あ
る
。
本
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
今
後
、

日
本
語
の
み
な
ら
ず
、
英
語
版
の
作
成
と
ウ
ェ
ブ
で

の
掲
載
も
予
定
し
て
い
る
。

各
企
業
・
団
体
の
将
来
の�

取
り
組
み
方
針
や
具
体
的
事
例

　

今
回
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
は
、
ポ
ス
ト
愛
知
目
標

を
意
識
し
、
各
企
業
・
団
体
に
対
し
、「
将
来
に
向

け
た
取
り
組
み
方
針
」
の
策
定
・
提
出
を
呼
び
か
け

た
。
寄
せ
ら
れ
た
取
り
組
み
方
針
の
多
く
は
、
過
去

10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
自
社
・
グ
ル
ー
プ
企
業
が
積

み
重
ね
て
き
た
活
動
を
、
未
来
に
向
け
て
着
実
に
進

展
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
中
長
期
の
視
点
に

立
ち
、
各
企
業
・
団
体
が
従
来
か
ら
本
当
に
大
切
に

し
て
き
て
い
る
活
動
を
着
実
に
深
化
さ
せ
て
い
こ
う

と
い
う
考
え
が
み
て
と
れ
る
。

　

他
方
、
２
０
３
０
年
は
「
ポ
ス
ト
愛
知
目
標
」
の

達
成
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
年
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み
を

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
貢
献
に
関
連
付
け
て
い
る
企
業
・
団

体
も
多
い
。
自
ら
の
取
り
組
み
を
国
際
的
に
し
っ
か

り
説
明
す
べ
き
と
の
姿
勢
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　

従
来
、
企
業
・
団
体
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
取

り
組
み
は
、
植
林
等
の
自
然
保
護
、
環
境
教
育
に
社

会
貢
献（
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
貢
献
）

や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
今
般
寄
せ

ら
れ
た
具
体
的
な
事
例
で
は
、
調
達
等
や
海
外
で
の

現
地
事
業
に
よ
る
貢
献
、
ま
た
気
候
変
動
・
資
源
循

環
を
含
め
た
幅
広
い
環
境
対
策
の
一
環
と
し
て
の
自

社
の
事
業
に
組
み
入
れ
た
取
り
組
み
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

　

加
え
て
、
２
０
１
８
年
に
経
団
連
生
物
多
様
性
宣

言
に
経
営
者
の
責
務
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

経
営
レ
ベ
ル
で
の
判
断
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
取
り

組
み
方
針
・
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
多
く
み
ら
れ
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　

本
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

国
連
生
物
多
様
性
10
年
日
本
委
員
会
の
会
合
に
お
い

て
、
中
西
宏
明
経
団
連
会
長
が
、
小
泉
進
次
郎
環
境

大
臣
に
手
交
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
発
足
し
た
環
境

省
の
勉
強
会
「
コ
ロ
ナ
後
の
日
本
の
未
来
と
希
望
を

考
え
る
会
～
気
候
危
機
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
自
然

共
生
を
目
指
す
～
」
の
委
員
を
私
が
拝
命
し
た
こ
と

か
ら
、
同
会
合
の
場
で
も
積
極
的
に
企
業
の
取
り
組

み
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
よ
り
Ｃ
Ｂ
Ｄ
・
Ｃ

Ｏ
Ｐ
15
は
来
年
春
に
延
期
さ
れ
た
が
、
今
後
、
国
際

会
議
の
場
に
お
い
て
も
、
本
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
活
用

し
、
日
本
企
業
の
地
道
で
誠
実
な
取
り
組
み
を
積
極

的
に
発
信
し
、
世
界
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、「
ポ
ス
ト
愛
知
」
の
目
標
設
定
や
グ
ロ
ー
バ
ル

な
生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
日
本
経

済
界
の
発
言
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
回
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
載
せ
ら
れ
た
各

企
業
・
団
体
の
取
り
組
み
は
、
現
時
点
で
の
経
済
界

の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集
で
も
あ
る
。
ぜ
ひ
各

企
業
・
団
体
の
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、
日
本
経
済
界
の
生
物
多
様
性
に
関
す
る
活
動
の

深
化
と
裾
野
拡
大
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

経
団
連
お
よ
び
経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
は
、

「
ポ
ス
ト
愛
知
時
代
」
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
経
済
界
の
取
り
組
み
や
成
果
の
蓄
積
を
活
か
し

つ
つ
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
引

き
続
き
「
自
然
共
生
社
会
の
構
築
を
通
じ
た
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
く
。

　

今
後
も
、
環
境
統
合
型
経
営
を
推
進
し
、
会
員
企

業
・
団
体
の
生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み
の
一
層
の

ご
協
力
と
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
。

（
経
団
連
Ｈ
Ｐ
）

http://w
w
w
.keidanren.or.jp/policy/2020/055.htm

l

中西会長から小泉環境大臣にイニシアチブを手交
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